
下石川地すべり災害 

下石川は茶臼山南方の長野市篠ノ井地区にありますが、平成 11年９月 28日に地すべり現象が確認され、一時は土

塊移動量が４mm／ｈ以上になり、斜面下方の住民が自主避難することとなりました。 

 



 

 地すべり発生直後から、県及び長野市、住民代表、警察及び消防、学校などの関係者からなる「現地連絡会議」

を開催し、24時間観測体制や緊急連絡・避難体制を整え、関係者への情報開示に努めました。 

また、地すべり発生から 1 ヶ月後の平成 11 年 10 月 26 日から対策工事に着手し、平成 12 年７月には地すべりが

ほぼ収まり、人的被害を出すことなく平成 13 年度に概成しました。 



 


